
ホウレンソウ萎凋(いちょう)病に対するカラ    
シナすき込みによる環境に優しい土壌消毒技術 

目的と特徴 
・殺菌成分（アリルイソチオシアネート）を発生するカラシナ茎葉を土壌にすき込んで、散水・
被覆することで、土壌中の病原菌を殺菌する環境に優しい消毒方法を開発しました。  
・高冷地での夏季ホウレンソウで被害の大きい萎凋(いちょう)病の防除に有効です。多発圃場で
も、この技術により発病を無処理に比較して90％の抑制効果があり、約3倍の収量が望めます。 

連絡先：兵庫県立農林水産技術総合センター  tel：0790-47-1222  

成果 
・ホウレンソウの萎凋病に対して、土壌中の病原菌を高い割合で殺菌し、枯死株を大幅に減少 
 させます。 
・カラシナ消毒後のホウレンソウ収量は、無処理の発病株率50％程度の多発圃場において、そ 
 の後1作目で無処理の３倍、２作目1.5倍に増加します。 
・経費は10a当たり4.2万円、所得は10a・4作合計(１年)で無処理と比べ、47万円増加します。 

 

技術の完成状況 
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 開花したカラシナ 
茎葉を刈払機で細断 

散水チューブで散水し、
３週間被覆 トラクターですき込み 

図1 カラシナすき込み消毒の手順 

無処理(病気で枯れ、雑草が生える) カラシナ処理(健全株がそろう） 

図3 カラシナすき込みのホウレンソウ萎凋
(いちょう)病抑制効果（高い効果があります） 

図２　カラシナすき込み技術を組み込んだホウレンソウ栽培体系
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図4 カラシナすき込み後のホ

ウレンソウ収量(1作目)

・5～6月にカラシナを播
種し、7月にすき込み
ます。 
・傾斜圃場では、すき込
み時に水圧補正チュ
ーブで散水することで、
高い土壌水分を保ち、
消毒効果が安定しま
す。 
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委託プロジェクト研究（気候変動プロ） 
平成25年12月 農林水産省農林水産技術会議事務局研究統括官室 

対象作物、普及対象 
・ハウスホウレンソウ、全国 
対象農家 
・有機栽培、減農薬栽培農家 
必要な道具 
・透明フィルム(被覆用）、散水チューブ類、鉄パイプ等 
関連HP（成果情報） 
 http://www.s.affrc.go.jp/docs/press/pdf/12052502.pdf 
その他 
・副次的に雑草抑制効果もあります。 

図５ カラシナすき込みの具体的方法 
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図6 カラシナすき込み後の土壌中の

病原菌密度

消毒直後(7月29日)

1作後(9月15日)

2作後(10月29日)

図７ カラシナすき込みの所得比較（１０ａ,１年
当たり） 
ホウレンソウの作付けは1作減りますが、高
価格の初夏穫りで増収します 

図８ 傾斜圃場で散水する場合に
適する水圧補正チューブ 

注意点 

・カラシナの品種は「黄からし菜」を用い、播種量は
0.5g/㎡程度です。 

・ハウスではホウレンソウ用の肥料が残っているので
カラシナのための施肥は不要です。 

・被覆したフィルムの周縁は鉄パイプ等でしっかり押
さえます。 

・散水は土壌が飽和するまで十分行って下さい。 

・圃場に硬盤がある場合、カラシナ播種前にサブソイ
ラを施工します。 

被覆を除いて約１週間後、土壌が乾いたらホウレ

ンソウを播種（播種前の整地は浅くする） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月末～６月初旬、消毒するハウスでカラシナを播

種 

開花がそろうまで栽培(約 45 日) 

刈り払い機などで茎葉を細断、トラクター等で土壌

にすき込み （同時にホウレンソウの施肥） 

散水チューブを敷設し、上から透明フィルムで被

覆、縁を押さえてから飽和するまで散水。 

ハウスを閉め切り、３週間放置 

（土壌中の病原菌を殺菌） 

開花が揃うまで栽培（約45日） 


